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茶礎地質学講座

層位学

(総論その⑤)

福田理

2)同川ヒの時間一岩石単元(Tinユ肘｡ckunits)

3)同上グ)時間単元(丁壬獅e㎜{ts)

着看層位学的単元Rockstratigraphic(L1一

室葦)秘説r説igraphic)units

岩馬層位学的単元の性質

3.1.層位挙駒単元⑳カテゴ重3出｣

竜岩石層位学的雌元は岩石学的特徴に基づいて区別

されかつ境界を定められた地殻における岩石の一部分

である｡よし一策4条

“層位学的箪元のカテゴジｰは多様である｡それぞ

れの概念および規準によってカテゴ!トは種寿の

相互に重複はしているか別個のタイプの層位学的単元

を含んでいる｡この規則は次の6つのタイフの壊死に

関する条令および勧告を与えるものである｡

i)瑞原層位学約箪禿(賄｡茎《'醜級…駆暮P玉虻醐{重§)垂…

ii)土壌層位学約単禿(s⑪ll一飯餐細搬出1c篶1)総)

iii)生物層位学的単元(激◎墨童臓触臓成童い歪曲s)

iV)時間層位学的単元(丁重服破滅…瓢鞭虹妻C篶曲S)誉〕

y)地質学的時間単元(G竈｡lo紅一重1雌醐1重s)葺…

Vi)地質学的気候単うε(Gε曲纂妻“玉{獅縦湿泌肇)

以上の中でV)およびVi)はそれ自身本来の層位学

的単元では孜いがそれと深い関係にあるものである.

V)の地質学的時聞単元は時間層位学的単元の概念と基

本的な関係を有するものである.凄たゆの地質学

的気候単元は第四系の屈位学的単元の基礎と在るもの

である.L一策2条

注意(護)頼局麗列(脆鮒廠量§)岩石層位学

的単元あるいは生物層位学的単元は異恋った場所でよ

く似た重液りの順序をとっていることがあるがそれら

の個々の単元は必ずしも同時代のものではない,この

ようなイ列は楠同藺己則的(も◎脱航脳滅)といわれる｡

訳者注王)S鵬醐服およびM晩鵬蔓(194隻)の岩

石単元(Ro破醐1重§)

注意(a)'認識と定義岩石層位学的単元は

維定される地史によってというより観察できる物理的

性質によって認識されかつ定義されるものでその境

界はシャｰプな接触面に置かれる場合のほか漸移帯

の申に人為的に引かれることもある.岩石層位学的単

元は岩石学的た記載および研究地方的および地域的

の構造層位鉱床および地史の基礎とたる一般的た

地質学的研究上とくに実用的な単元である.

(b)模式断面とひろがり岩石層位学的単元

の定義は水平的ならびに垂直的な変化についてのでき

るだげ完全な知識に基礎を置くもので肢ければならな

い.また命名上の基礎を安定させるため模式断面

が指定されなければたらない.ある定義された単元を

別個の岩石体にまで拡張することは相同配列的である

場合に限って許される.1〕

(C)推定された地史からの独立性推定された地

史あるいは生物学的系列(Bio10gicsequence)(すたわ

ち生物層位学的単元の重たり訳補)に基づく諸概

念は岩石層位学的単元を定義したり区別したりする

ことに本来何の役割りも持たないものである.しか

し化石は他の物理学的要素と同様に岩石層位学的単

元を定義する際グ)物理学的規準としての価値をもつこと

がある.カキに富む砂岩(Oyste･richsandstone)コ

キナ(Coquina)2)石灰藻礁(A1galreef)などがその

例である,�
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(d)時間の概念からの独立性岩石層位学的単元

はほぼ同時代の境界をもつこともあるがその境界が時

間面(Timehorizons)と斜交していることもある.

測定されたとしても時間の長さ(Time-spans)の概念

はいかたる岩石層位学的単元の境界を区別したり決

定したりすることに本来何の役割りも持たないもので

ある.比較的短いあるいは長い1時間間隔が堆積:岩

火成岩あるいは変成岩からたる単一の岩石層位学的単元

で代表されることもあり得るがこの時間間隔の要素は

岩石層位学的単元の認定には筋違いのものである.

特別の単元に割当てられる材料の集積があるところで

他のところより早く始まりかつ早く終わることもある､

また単元の堆積期間中あるいは堆積後に侵食によ

って単元の材料の一部が除去され単元によって代表さ

れる時間の長さが減少することもある.ある場所に

おける岩石体の全体の厚さカミ他の場所における同一の

岩石体の全体の厚さよりも若い(年代を代表する一訳

補)こともあり得る.このように岩石単元の定義は

時間の概念の影響をまったく受けないものである.

(e)表面形態(S岨fa㏄form)地表で見られる

堆積物においてはその内部構造からくる形態的特徴

あるいは本来の表面形態が岩石層位学的単元を定義す

る要素となることもある､またいかなる岩石層位学

的単元においても浸食の結果できた形態すなわち二

次的な表面形態が特定の単元の認識に役立つこともあ

るがそれはこの単元を定義することに本来何の役割

りも持たたい.

(f)帯水層(Aquifers)油砂(Oilsands)炭層

(Coa1beds)および採石層(9uarrylayers)は命

名されることもある非公式の単元の例である.また

“fomationA"あるいは“n1apunit1"のようだ名前

のない単元は公式のものとは認められたい.

(9)帯(Z㎝e)岩石層位学的単元の名称に使われ

た場合“帯"という用語は公式のものではない.産出

帯(P･oducing･one)鉱化帯(Minera庇ed･o{e)変

質帯(Metamorphic･one)および重鉱物帯(HeaW-

minera1･0ne)がその例である.ある帯はそのまわり

の諸部分とは別個のものとして公害11されるものであり

ある床層笥〕ある部属ある累層あるいはある層灘の全

部あるいは部分に対して使われる.

(h)輪廻堆積物(Cyclothems)輪廻堆積物と呼

ばれる輪廻(Cycles)のくり返しからなる一連の堆積

物がMid･Continentおよびその他の地域に広く認め

られており地名を付した名称が多くの輪廻堆積物に対

して与えられている.輪廻堆積物を認定する規準は

累層を認定する規準とは無関係なので輪廻堆積物を

岩石層位学的分類の中に座を占めるものと考えることは

できない｡このような堆積物に地名を付して呼ぶ場合

には“輪廻堆積物"という指示が常に使われなければなら

ない.しかし単一の輪廻堆積物の境界が特定の層

のそれと一致することもある､

(i)土壌(SOi1)は性質および地質時代が不同の

こともある既存の諾岩石が風化してできたものから汰る

1つの層(Iayer)である.土壌は幾つかの点で

岩石層位学的単元とは異なり標準的な岩看層位学的分

類のたかに公式の地位を与えられてはたら恋いもので

ある.

訳者注王)基盤の高ま1〕で基底礫岩が中断されて

いる場合などに見られる､

2)､おもに粗い貝殻片からたる生物起原の石灰岩で

FIoridaのものがよく知られている｡

3)後出､

“岩石層位学的単元の境界は岩石学的変化が見られる

ところに置かれる.境界は一般にシャｰプな接触面に

置かれるが漸移帯のたかに人為的にきめられることも

ある.垂直方向および水平方向の両境界は最大の均

一性と実用性を与える岩石学的規準に基礎を置くものと

する､"一策5条

注意(象)漸移的な系列(Gradat旦｡脳1scquひ

nCe)のなかにおける境界ユつの岩石単元が垂直

的あるいは水平的に他の単元に潮移(I耐er9｢adin9)し

たり複数ρ)種類の異なる岩石が措交(I搬｢fin9ε･一

ing)1)の状態にある場合には境界は必然的に人為的に

なるカ麦もっとも実用的な単元に肢るように選択され放

ければなら扱い｡たとえば頁岩からなる単元が石

灰岩と頁岩の互層からなる単元の凹ヒに重なっている場合

には境界は普通最上位のたやすく追跡できる石灰岩層

の上限に置かれる.豪た砂岩から放る単元が上方に

内かって頁岩に漸移している場合には境界は完全に人

為的にきめなければ怒らないほど漸移的たこともある｡

斜面に沿って破壊された岩石や土壌がゆるやかに滑り下

るク13一プ(C熾p)という現象があるのでこのよう

な人為的な境界を特定の岩層が出現する最下位よりも�
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むしろ最高位にきめるが一般にもっともよい方法である.

(b)境界に使われる鍵魔単元のもつ内在的

た岩石学的性質が比較的安定してるところについては

鍵層を公式の岩石層位学的単元を境するものとして使っ

てもよい山しかし特徴のある全体的な:岩質が認めら

れる範囲を越えて鍵層を追跡できる場合についても有

力な境界となる印しが広く分布していることだけでは

岩石層位学的単元の地理的ひろがりを裏づけるものとは

ならない.鍵層の間の岩石が模式地のものとはっきり

相違しているところでは鍵層が連続していても新し

い単元が認定されたければたらない｡

(C)機械的1こ憲義慈れた壌雰地球物理学的地

球化学的および鉱物学的技術の絶えざる発展と適用の

結果これらの技術によって定義されかつ同定される

単元の垂直的たらびに水平的境界の両方に関する問題が

生まれてきた｡電気検層およびその他の検層の記録

に基づく標識面(Markerhorizons)は岩石層位学

的単元の境界に一致しその描出に役立つこともある｡

一方このようた層準が公式の岩石層位学的単元のそ

れと垂直的あるいは水平的に一致したいこともある｡

それ故このような技術によって設定された単元は非公

式のものと考えられる.

(d)不明雛な不整合一連のよく似た岩石は

必ずしも連続的た堆積を代表するもグ)ではなく不明瞭

な不整合を含み2つの単元に分ける必要があることも

ある.しかし境界をきめるのに適当な岩石学的区別

をつけることができたければ異なった世紀あるい

は代に堆積した岩石を含むものについてもただ1つの

単元が認定されたければならない.2〕

(e)相変化のなかの境界ある単元が著しく異な

った種類の岩石に急に側方に移化したりあるいは後者

と舌交(亙ntertOnguin9)3〕している揚含には新しい単

元の提案が必要なこともある.人為的た境界が2つ単

元の間に置かれるこ1ともある.移化あるいは舌交して

いる部分の面積が十分広い場合には雑多な岩質の岩石を

まとめて策3の独立した単元を設定することもできる甘

訳者注1)地層の末端が多数のくさびを突出さ

せたような形を示しながら2つの隣り合った地層が接

し合うことをいう､

2)この例は石灰岩によく見られる.山口県美称郡

秋芳町を中心1こ大石灰岩台地を形成している秋吉石灰岩

がその好例である.本石灰岩は灰白色たいし灰色の塊

状石灰岩で}肋3わ泌帯下およびRwゐぷ伽閉鮒〃11α

帯下に不整合がありとくに後者の間隙は大きく7切"

4･'∫帯および亙舳"伽帯を欠くといわれている｡

3)地層の末端が少数の舌状体を突出させたような

形を示しなカミら2つの隣り合/･た地層が接し食うこと

をいう(図3一ユ).H杜の地学事典(1970)では香交､

を指交の悶義語としているが本文の注意(毯)と(謹)と
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舌交の例

東部Tenne竃seeおよび商頭郷

Wrginia口)カンブリア系および下

部オルドヴfシア系1こ見られる瑞相

変化で石灰砦と苦灰堵とが舌交し

ていることに注1ヨされたい､

(Dunb甑棚dRoIm=鵬1957)�



一35一

を上ヒ較して見れば明らかなようにi阿者は原川的には

区別されるべきものである.

がありてもそれだけでは不十分で図示可能性をテス

トした上でなされなければたらない.

3.2.2､岩石層位学的単元の諸階級

“累層(Formation)1〕は岩石暦位1学的分類における基

本的単元である.累層は岩石学的均一性によって特徴

づけられる岩石からなるある本体で平板状のものカ埠

越しているが必ずしもそうではなくまた地球の表

面において地図に表現できるか地下において追跡可能

たものである."一策6条

注意(･)内容累麿はある程度の内在的た岩

石学的均一性あるいは他から区別できる岩石学的特徴

をもたなければならない.累麿はその上限と下限と

の聞に(i)1種類の岩石(ii)2種類あるいは多種類

の岩石のくリ返しあるいは(iii)周囲の岩石層位学

的単元に比べて1つのまとまったフォｰムとして認め

られるほど著しく不均…杜組織を包含ナる.

(も)識別可能な岩石学的性質には化学組成

および漣痕(RipP1e夏ユ1arks)泥割れ(Mudcrac炎s)

偽層(Crossもedding)などの補足的特徴化石や珍し

い鉱物の存在変成岩類における片岩状あるいは片麻岩

状の構造および火成岩類における組織(丁飲tu･e)が

ある､化石のみによって区別できる単元は岩石層位

学的単元で1まなく本来生物層位学的単元として分類さ

れるべきものである.岩石学的性質は電気的放射

能的地震学的だとの個有性に反映されていることがあ

る.

(C)基本的単元累層は地域地質を記載し説

明するのに使われる基礎的な岩石層位学的単元である.

累層の限界は組織のもっとも実用的た単一性を累層に

与えるような岩相変化の限界におかれるのが普通である.

累層は長短さまざまだ時間(Timeinterval)を代表し

単数あるいは複数の源から供給される物質からなリま

た時間層位学的系列(Timε･stratigra凶至｡sequence)の

次かの断絶を含むこともある.

(d)図示可能性(MapPa舳ty)地表あるいは地

下について実際に図示できることは累層を確立する上

に欠くことのできないことである.地表における図示

可能性(地質図に表現できること一訳補)は1:25.OOO

のオｰダｰのスケｰルで描出することと考えられている.

一般に新しい累層の定義は完全に露出した模式断層

(e)累繕の厚さはその分類における決定的な性質

ではたい.累層は3つのディメンションを有しその

1つである厚さはその縁辺における単刀縁(Featl･er

e･lge)のような薄さから他のところにおげる5,000フ

ィｰトあるいはそれ以上にもわたる.あるところでは

厚さ!0フィｰトの累層が他`のところでは1,000フ,イｰ

ト近い厚さになることもある.例外的にはある累層

が1本の線で図示されることもあるが一連の累層があ

まり薄いと図示できなくて実用的でなく匁る｡

(f)錯雑に入りこんで重たり合っている壌穣巻お

よび瞳出着はまとめて五つの名前のもとに1つの

累層とすることができる.

(9)火出着図学的に区別できる火出岩からなる

連続的な重なりは堆積岩からなる成層したものと1同様

に累層として扱われなければならない.

(h)貫入岩鉱物学的なあるいは組織上の特徴

車るいは化学組成によって区別される貴人岩からなる単

元が累層として分類されることもあり得る､

(i)変成岩変成岩からなる一累層は地の単層と

同様に基本的には岩石学的組成によって区別される｡

鉱物相はところによって異なるがこれらの変化は必ず

しも新しい累層を定義することを要求するものではない.

地質学者に図示できる単元の認定を可能にする残存組

織･構造は正規の層位学的た重なりとして分類されな

ければ怒らない.通常た層位学的方法によって分類で

きない変成岩類および交代岩類(Metason廠玉･芝㏄ks)

はそれらの岩石学的なおよび構造上の特徴に基づいて

基本的に区別されるべきものである.

(j)コンプレクス(Co岬1ex)岩石の1つの集

合体牟種々異なった型の岩種からたるが高度に錯雑し

た構造によって特徴づけられている場合には岩石学上

のあるいは単元の階級の用語にかわる公式の名前の一

部をなすものとして職コンプレクス"という語を使うこ

とカミできる.たとえばCrooksComp玉e災.

訳者注エ)たとえばlayerのように層と訳さざ

るを得たいものがほかにもあるので累層とした(表3

-6参照).�
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“部属(Me膿ber)は累層の一部で特定の形あるい

はひろがりによって定義されるものではない.すべて

の側面が1つの累層のなかにある地理的に限定された部

属はレンズ状層(Lentil)と呼ばれることがある.

これに対して1つの累層の本体を越えて外方にひろが

っている部属は舌状体(Tong鵬)と呼ばれることが

ある."一策7条

注意(豪)部属の指定累層は公式に定義･命

名される部属に分けられることがある.累層のなかに

は単数あるいは複数の部属カ激定されているのに対し

てその累層の残部が細分されたいかあるいは単数あ

るいは複数の未命名の部属として扱われているものもあ

る.累層か岩石名(たとえば珪質頁岩部層)ある

いは文字あるいは数字のみによって指定されている部

属に分けられているとすれぱその使い方は非公式のも

のである､部属は普通垂直的た重なりのなかのもので

あるがある累層を構成する側方に当価(equ主珊1e双t)と

認められる部分1部分に相違が認められれぱそれぞれの

部分を部属と考えることもできる｡たとえば葛㎝鵬･

vi脆豆倣鵬乏io皿の9rave玉狐e㎜berおよびs趾me工nber.

(わ)都嬢⑳鐵示変化に當んだ累層の改かで特

別に発達した部分を認めるのが有利であれぱそれに対

して部属が設定される.命名されているものと未命

名のものとを間わず部属は累層に要求されるスケｰル

で図示できる必要はない音ある累層の次かのすべての

部属が局部的に図示できてもそれらを累層の階級に上

げるべきであるということにはたらたい.何となれば

累層名が増えることは他の地域との関係をはっきりさ

れるよりもむしろ不明瞭にすることがあるからである.

(c)部属の細分部層が複数の床層を含むことは

あるが部属の部属というものはない.

“床層(Bed)コ)は分類において認められる最小の岩石

層位学的単元である."一策8条

注意(現)現状では多くの床層が非公式の状態

におかれている,公式に命名された岩石層位学的単元

としての個々の床層の指定は一般に床層と認めるこ

とがとくに有用な一定の独特たものに限定され在ければ

たらたい｡炭層(COalbeds)油砂(〇三1sands)そ

の他の経済的に重要肢ものが普通床層として命名され

ているがこのような単元およびその名称は必ずしも

公式の層位学的命名規約の領分に入らない.

(b)鍵層あるいは標識魔(Markerbe(ls)広く

分布する鍵層を命名してもよいがこれらもまた通常非

公式の単元である.個女の鍵層は特定の公式単元の側

方への限界を越えて追跡できることもある､

訳者注1)単層と訳している例もあるが堪層は

Stratumの訳としてまったく別の意味に使われているこ

とが多くまた個層や床と訳している例もあるが語

呂がよくたいので床層と訳すことにした(表3-6参

照).

“層樺(Gro口p)は累層よりい段高い鰹級の岩石層

位学的単元で2つあるいはそれ以上の連合した累層か

ら怒る､μ一策蔓条

注意(a)使用慶的と構成層群は意味のあ

る岩石学的特徴を共有する連合した累層のもつ自然的関

係を表明することを員的として認定される｡層灘はも

っぱら累層として定義された複数の区分を包含する由

この点では層灘は累層およびその部属と対照的である,

何となれば累層は必ずしも部属に分けられるものでた

いばかりかその各部をそれぞれ部属と鵜定する必要も

たいからである.予察的な仕事の場合には堀灘舟と

いう用語が複数の累層に分けられそうであるが現在

たお分けていたい層位学的単元に対して適用されるこ

ともある.

(b)構成累層における変化層鮮の構成累層

はすべての場所で必ずしも同一ではたい｡たとえ

ばUtah州のα㎝C狐y㎝の上流部ではGユen

CanyonGroup(グレン曲キャニオン層群)はW曼ng搬

Sandsま｡巫e(ウィンゲイト砂岩),K劉y㎝鯨FOrmatio皿

(ケイェンタ累層)およびNaマajoS狐dstone(ナヴァジ

ォ砂岩)の3累層を含むがω0蝸d0のSer脾､tsTra三重

ではウィンゲイト砂岩およびケイエンタ累層のみから

なっている.

(C)階級における変化構成累層(単数あるい

は複数)の薄化するところでは層灘を累層の階級に下

げるのが適当のこともあるがこの場合にも同一の層灘

名が保持される.ある層樺が累層に分けられるところ

を越支て側方に広カミっている時にはそれは要するに累

層とたるがそれでもなお層襟と呼ばれる｡すでに設�
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定された累層が公式に累層の階級を与えられる2つあ

るいはそれ以上の構成単元に分割される場合にはこの

古い累層は冠された古い地名とともに層群の地位に

格上げされるべきであ争.階級における変イζはその

名称の地理的部分の意味の変化を伴わないので単元の

格上げに際してはその従来の限界内の一部に対して

古い名称を限定することが望ましい､

(d)互層群(Subgrou1〕)岩石層位学的単元の階

級組織(層瀞累層部層)はすべての単元を正しく

相対的に割当てるには必ずしも十分た数の部類を与え

ていない｡特定の地域内において層位学者はすで

に設定されている有効た層灘のなかの複数の累層の集合

を命名旦定義しこれらの集合を互層鮮と呼んでいる.

(e)超層群(Supergroup)1)特定の地域において

層位学者は関連のある複数の層鮮あるいは複数の累

層と層群の集合に対して超層群いとう用語を使ってい

る.

(f)麿講あるいは超層群に刺する続の誤用統

(Seri鑓)という用言吾はとくにP工ecambrianにおいて

累層の集合あるいは累層と層群の集合に対して使われ

ていたがもはやそのようた使い方は見られたくたった.

このようたものは層灘あるいは超層灘である.“統"と

いう用語はあい次ぐ噴出あるいは貫入に由来する一連

の岩石にも適用されている.このようが統μの用例に

おいては岩石の起原を示すために通常その頭に噴

出岩の(e則ptive)貫入岩の(intrusive)あるいは火

山岩の(VO1CaniC)のような形容詞をつげる｡これら

の例でも先に述べた他の例の場合と同様に“統"の代

りに層群が使われるべきである.統は崇石層位学的た

意味で使ってはたらない時間層位学的た用語である.

訳者注1)累層灘と訳されている例が多いがsu･

perの本来の意味を考えて超層灘とした.上科(Su-

Perfa叫i1y)愈どの生物分類単元における用例を準用すれ

ば上層癖とたるが層位学においては上あるいは下

という文字が別の意味で頻用されているので上層灘

とするのは適当で次い.

3.2.3.岩石層位学的単元の命名

“岩石層位学的単元の名称はどの階級についても

2命名式(binominal)であり地理的な名前と記載的

地相名あるいは適当た階級名との組合わせだけからなる.

公式の岩石層位学的単元の名称を構成するのに使われる

すべての単語の頭文字を大文字とすることを勧告する."

一策10条

注意(a)地理的な名前の出所』地理的な名

前はその岩石層位学的単元が模式的に発達していると

ころあるいはその近くの自然的あるいは人工的な特

徴に対してつけられた名前でたければならない.農場

あるいは牧場教会学校十字路および小さ匁部落

のような変わりやすい出所に由来する名前はまったく

申し分のないものではたいがほかに利用できるものが

たければ採用してもよい.累層あるいはその他の重

要な捨石単元に使われる地名は通常の地図帳のたかや

合衆国あるいは州郡林野局の地形図あるいは類似

の地図上で見つけられるものから選択される｡このテ

ストを経たい地名を使う場合にはそれが由来するとこ

ろについての正確校記載が与えられたげればなら汰い｡

地下の単元の模式地がたまたま地名がほとんどだい住

民が稀少次ところにある場合には農場名を使ってもよ

い.単元はその物質の供給源から命名されてはたらた

い.たとえばKeewati服の中心から由来したと思われ

る堆積物を圭`KeewatinDrift宰葦(キｰワチン堆石物)と呼

んではたらたい.

(b)名称の一部の省略頻繁たくリ返レ)ため

扱いにくいスタイルとな!)また省略のため明瞭さが

そこたわれない場合には地名岩相名あるいは階級

名だけを使ってもよい.たとえばBurlingtonLime-

stoneの代りに主;theBur1ington"“the玉imest㎝e"あ

るいは“室he童｡rmat玉｡ポが使われることがある.

(C)簡単な岩石学的用語の使用岩石学的用語が

岩石層位学的単元の名称に使われる際にはもっとも簡

単た一般に受け入れられている用語(たとえば石灰岩

砂岩頁岩凝灰岩花陶岩珪岩蛇紋岩)とするこ

とを勧告する.複合用語(たとえば｡1aysha1eや

homb1enae一至〕ユicroc1量ne-oligoclasegranitegne三ss)およ

び普通に使われてい放い用語(たとえばεalC虹uditeや

｡rtboquaエtZite)は避けるべきであ.る.組み合わせ用

語(たとえばSan(landC1ay)を岩石層位学的単光の名

称の岩石学的部分に使ったり地名と岩石学的用語との

間に“ChattanoogaB1ackShale"や“Biw烈b五k夏ron-

bgaringFomation"のように形容詞を使ってはなら

ない.�
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(d)層群名は通常地名と圭'9rc叩"という用語の

組み合わせで岩屑学的指示は含まれない.たとえば

卡��慥��異�

(e)累層名は地名の後に岩石学的指示あるいは

“王Omat1On"という用語をつけたものからたる.たと

えばDakotaSa出stone,Mitche11MesaRhyo1ite,

������慴楯測�牴�癩湧瑰���

(j)通常の成層岩の系列として認められる変成岩

はAshCreekG工｡叩のなかの1累層であるDecep･

tionRhyoliteのように命名された層灘累層およ

び部属として分類されるべきである.通常の層位学的

方法で分類でき次い変成岩類あるいは交代岩類には

Ba1timOreGneissのようにその単元のなかの卓越す

｣る岩石に対する岩石学的用語を後につけた適当恋地名が

与えられるべきである.

(f)都属名は地名とその後に続く“Me1nber"と

いう用語の組み合わせである｡岩石学的指示カ靖効な

場合にはそれは名称の一部として包含され在ければ彼

らない.たとえばWed1ngtonSandstoneMember

oftheF星yettev迦蟹Shale｡

(9)大文字の使用地名が｡i1sands(油砂),

coalbeds(炭層)狐inera1ized20双es(鉱化帯)および

非公式の部属のようだ非公式の単元に適用される時には

単元の用語の頭文字を大文字にしてはたらたい｡非公

式の名称にあってもそのうちの単元の頭文字が誤って

大文字とされることがあるのでそれが大文字であるか

らといって必ずしも公式の名称であるとは限ら汰い.

地名と;圭fomati㎝"あるいは生主grOup"という用語とを

組み合わせてよいのは公式の命名の場合に限定されな

ければたらない.

(い属一⑳地名の葬公式な使い方同一の地名を

1つの重直的な系列のたかの数個の小単完に対して適用

することは非公式の命名と考えられる(たとえば1o-

werMoun亡Savagecoal,MlountSavage負rec1ay,

upPerMountSavagecoal,N征｡untSavageridercoa王､

およびMountSavagesandstone).1つの輪廻をた

す堆積物を構成する幾つかの岩石学的単元に対して同一

の地名を適用するのも同様に非公式と考えられる.

(i)質入火成岩(IntmSiWigneOuSrOCk)一部

の地域においては貫入火成岩類に対して公式の層位

学的用語か使われることがある､貫入岩体の公式名が

GooseLakeGranodioriteのように地名と卓越する岩

種の岩石学的名称とからたるのは当然のことである.

“Dike"(岩脈)“stock"(岩株)“Pluton"(深成岩体)

“batholith"(底盤)およびその他の類似の名称あるい

は“intruSiOn"(貫入)のようなより一般的な用語は層

位学的用語ではない.したがってIdahobatholithや

LoonLakep1utonのような貫入火成岩体の名称は層

位学的な名称ではない.

(k)よく知られた地名の濫馬よく知られた場所

地区あるいは行政区画を暗示する地名は一般的にい

えば同一の名前のあまり知られていたい場所に模式的

に発達する単元に対して適用されるべきではない｡

たとえばCalifom1径の単元に対して{℃脇a胆恥棚純一

iOn"という名称を使うことは賢明ではないであろうI

“先取権の規則は岩石層位学的単元の命名に際して

遵守されるべきである."一策11条

注意(a)先取権は出版の目付けの先取権とし

て定義される.科学的命名法を支配する他の揃いの諸

規則におけると同様にぺ一ジの先行ということも決

定的汰ものであるべきである｡

(b)確立した名称の保全よく確立されたもの

とたっている名称は先取権だけの理南でよく知られ

てい狂いあるいはまれにしか使われていないものによ

っておきかえられるべきではない.“よく確立され

ている"という用語を定義するのは困難であるカミ数人

の著作者によって三つの名称が採用されていることは

一般にそれを確立していると受け取られている.

(C)名称の重複は北米全域にわたって避け

られるべきである.何かの単元にすでに適用されてい

る名称は代わりとたる名称が欠けているのでたければ

また地理的たらびに層位学的に離れていて混乱がお

のずと防止されているのでたければ後になって他に使

われてぱたらたい.さらに層灘と累層あるいは

累層と部属とのなかに同一の地名カミ含まれていてはな

らない.たとえばPruettFormationの下位の部属を

“1owerPruettmember"と呼んでは在らない.

“確立された岩石層位学的名称のなかの地理的成分は

変更されてはならたい."一策12条�
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注意(a)地名の綴りにおける相違地名の出

所とちがった綴りでくリ返し出版されている層位学的名

称であってもそのまま保持されるべきである.たと

えば30年以上もの間そのままの綴りで使われている

BennettSha1eをその出所である町名がBennetであ

るからといってBennetShaleと変更してはならたい.

多様に綴られている層位学的名称は地質学的文献にお

けるその土地での綴りおよび原著の綴りが何であっても

もっとも多く採用されている形を採用して一様の綴り

とされたげればならたい.この注意はある白国語を

もつ地質学者に他国語を使用する地質学者によって

前者が住んでいる地域について提唱された名称が不合理

であったりよい味わいをそこたったリする場合にも

このようた名称を継続して使うことを要求するものと

解釈されるべきでは次い.

(b)ある地理的特徴を毛つ名称における変化は

ある層位学的単元のなかのそれに相当する部分の名前の

変化をもたらすものではない.単元の本来の名称は保

持されたければならない､たとえばMauchChunk

ShaleはMauchChunk.の以前の町が現在5i㎜Th0-

rpeと呼ばれていることを理由に'〕imTho工peShale

と変更されるべきではない.

(C)ある地理的特徴の消失は偏位学的単元

のたかのそれに相当する名前の消失をも,たらすものでは

たい.たとえばOkIaho㎜c州草肚sburg郡にあった

村名に由来するThumanSandstoneを(その村名が

なくなったからといって一訳補)命名しなおす必要は

ない.

一(d)外国および外国語における名称岩石層位学

的名称の地名の部分の綴りは模式地を含む国において

認められている使い方に準拠すべきであって他の国語

における同等ではあるがちがった単語に転換することに

よって変更されてはたらない.たとえばCuChi11aは

Kn蛇と訳されてはたら改いしLaPe施のテイルド.

(t三1deスペイン語のnの上につける発言符一訳補)を

取ってはならないが他方ではCanyonをCa五0nと

訳すべきではならたい.またWyolni㎎州に紳)て

B割1dMomtainの訳であるMPntchauveを使って岩

石単元を命名してはならたい.Ba1dMountainカミ先

取されておりかつ翻訳は正当た救済策ではたいからで

ある.しかし岩石学的用語あるいは階級名を翻訳す

ることは当然でたとえばEdwardsLimestOne'を

CalizaEdwardsとまたFom1aci6nLaCasitaをLa

Casit畳FOmユa亡玉｡nと呼んでもよい.

訳者注わが国では地理1的成分を含む岩石層位学的

名称の変更が安易に行なわれている懐I句がある.そ

れには｣二の注意(a)～(d)のうちわが国でも認めら

れる(b)および(c)によるものもあるがこれらとは別

にある岩石層位学的単元の層準に関する考え方が変わっ

たことをおもな理由としてその名称が全面的に変更さ

れた例も少なくたい一

3.2.4｡公式の岩石層位学的単元を設立する際の手続き

“公式の岩石層位学的単元を設立するには次グ)各項

を含む定義を公認された科学的媒介物の改かで舳液し

なければたらない:(i)公式の単元を命名する劇皇ゆ陳

述(i量)名称の選択(iii)模式断面の明確な位置選定を

伴う模式地における単元の定義(1∀)胃立つ特徴(∀)

境界および接触関係の定義(･i)できる限リ大きさと

形(vii)地割痔代および対比."一策13条

注窟(籔)燭有の必要条件提案される堆元は

後の研究者の誰もが疑念たく同一の単元と認識できるよ

うに明瞭に記載1定義されなければたら匁い.新し

い名称を導入する意図および単元を識別せしめる重要

た事実は明瞭に陳述され改ければならない.定義に

は地名が採用されたところの地理的特徴の引用が必要で一

ある･その付近にある単数あるいは複数の断颪の特定

の場所の引用もまたなされるべきである.これらの断

面の1つを模式断面に指定しその記載も含めるべきで

ある.模式断面の位置を示す正確た地図も要求される.

必要があれば模式断面を補昆するたやに参考断面を

指定することもできるし模式断面の露出がたくなって

しまった時には且つの主要参考断面(Principa1refere-

nCeSeCtiOn)を設定しなければたらたい.単元の形態

学的表現も記載されるべきである､単元の境界をきめ

るにはXFomユationの頂部がYFomユationの基

底であると述べるだけでは十分ではない､境界を引く

のに使われる基準は模式断面あるいは複数の模式的な

断面において特定の地点との照合が可能であれば明

確に論議されなければブよらたい.

(b)地下の単元のために追加すべき必要条件地

下の岩石単元は公式の名称がその地域の地質を記載す

るのに有効でありかつ地下の断面が露頭における同等

の岩石と物質的にちが()ている場合に限り公式の名称

を与えられる.地下の単元に新しい名称を提案するに�
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は模式断面が存在する坑井あるいは坑内が模式地とな

る｡坑内における露頭に基って定義された地下の単元

は他の地下の単元と同じように扱われたければたらな

い.地下の単元については次のようだ資料をつけ加

えることが望ましい.

(i)言己載および地図に記された模式狐井あるいは模式{九遣の位

置操業している会社あるいは個人の名瀬貸与鉱区ある

いは租借鉱区の名前掘さくの目付全深度地表の高度

新単元の頭および底までの深度あるいはそれが露出して

いる坑道のレベル.模式断面を設立する剛こ必要た資料

を1本の坑井からとと¢)えることができなければ2本あ

るいはそれ以上の坑井が使われなければならない.

(ii)単数あるいは複数の坑井φ)一試料杜狐図(S･mple1o齢)呈}'書

写あるいは図解の形あるいは双方の形で示された坑内の

地図および断颪鰯曲新しい単元の何たるを問わずその

境界および糊分は柱状図あるいは図繭の､!二に明瞭に示さ

れるべきである､

(ii1)できれば数本の坑井の電気検属図あるいは他び)種類の険層

鳳.新しい蟻元の境界および細分は細部を十分に表塊

できる程度¢)大きなスゲ㍉レで示されるべきである.

(iv)揃いφ)掘リ崎あるいは渕1斗および化石¢)材料を伽:究に利

用し得る保管場所の位管､こ久)ような保管場所は合報

国地方あるいは州の地質調査所大学および利用に

便利な博物館であろう｡

(c)出版の形式“Recognizedscienti丘｡星11ediunデ

(承認される科学的媒介物)を定義することは困難であ

る.科学界に役立つということは刊本の大きさや

タイプ印刷謄写印刷あるいは石版印刷のようだ出版

の形式に関係なく主たる決定要因である.出版物は

請求に慮じてあるいは購売によって一般に入手し得

るものでたければならない.よく知られた定期に発行

されかつ通し番号を付された続刊物であれぱどれでも

この要求に適合する.多くの独立したあるいは不定期

に発行される出版物もその公告が国際的に流布した科

学雑誌に見られるものであればこの要求に適合する.

手紙のように非公式のあるいは限定された媒介物一

般に入手できたい会社の報告や出版されたい提言論

文あるいは論説のたかで提議された名称は層位学的

文献のたかに何の地位も持たたい｡新聞および商業あ

るいは貿易雑誌のたかでマイクロフィノレムにとること

あるいは出版することは正当在手続きを踏んだ出版で

はない.

(d)不十分な名称の臨時挙用{'theformation

atJ㎝esviHeschoolhOuse"のようだ臨時挙用は新名

称を確立するものとはならない.表柱状図あるい

は地図に使われただけのものも同様である.正当なも

のであるためには新名称は注意(a)で大綱が記され

ているように正しく提案されなければならない.

(e)要約あるいは案内書のなかでの出版新しい

層位学的名称はよリ完全た報告書に先立ってそれと

は別に出版される要約のなかに包含されては怒らない｡

要約の本質たる簡勤さは十分に定義することを許さ改

いからである･新しい層位学的名称は案内書のなかで

導入されてはならない.

(f)すでに確立された名称との照合ある名称が

すでに使われているかどうかをきめるために著者は層

位学的名称に関する合衆国あるいは州の記録と照合しな

け身刎ずならたい､

(蟹)地表対飽下の名称命名された地下の単元

と命名された地表の単元の対比カ可能なこともある.

両者の性質がよく似ている場合には2つの名称は不必

要で先取権および廣用法によってどちらを適用する

かをきめなければたらたい.

(h)模式断面の不変更模武断面を変更するこ二

とはできない.複数の模式的た断面があっても模式

断面とできるのは1つだけである.

(i)模式地を補足するために参考地(Reference

1ocalities)を確立することはできる.たとえば弱く

固結された岩石類を命名する場合にはよい露頭が消失

しやすいので判断に資する関係が広く現示されている

模式地域(TyPearea)を指定する必要がある.この

ように模式地は模式断面を含み模式地域は模式地を

含む.層位学的単元の多くの初期の定義は模式地域

あるいは模式地方(Typereg三㎝)を示しているが模

式断面を明記していない.

訳者注1)坑井からの掘りくずまたはコアの標本

を採集しおのおのの深度と岩質を柱状グラフに記録し

たものをいう.掘りくずの場合には通常それを岩

種によって分類した地質構成の百分率柱状図(Percen-

tage10g)として示される.�
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3.2.5.岩石層位学的分類および命名の改訂

“岩石層位学的単元をその名称を変更しないで再

定義するには新単元を設立する場合と同様に多くの

弁明が必要である."一策14条

注意(a)再定義は境界を少し変えることが

単元をより自然かつ有効なものにする場合には条理の

あることである.改定がすでに確立された単元の小部

分だけを取リ去る場合にはもとの名称が残りの大部分

について保持されるべきである.

することもあるいはその逆もまた累帽を磨灘とするこ

ともあるいはその逆も可能である.

(b)地域による変化の例ConasaugaShaie

はGeorgiaでは累層であるがTemesseeでは層群とし

ては認められている.またIndianaのOsgoodFor-

mation,Laure1L1mestoneおよびWaldエ㎝Shaleは

Temesseeの一部てばWayneFomat1onのなかの部

属として分類されている.VirgelleSandstoneは西部

Montanaでは累層であり中部Mo赦anaではE温g玉e

Sandstoneの一部層である.

(b)望ましくない拘束ある単元をもとの単元

と同じ階級の2つあるいはそれより多くのものに分ける

際にはもとの名称を分割したものの何れに対しても

使ってはたらない.(分割された一訳補)単元の五つ

について古い名称を保持することはより高い階級の用

語にその名前を使うこ･との妨げにたるであろう.原著

者の意志を理解するには後年の読者は修正(の内容

一訳補)と目付および(ある論文の一訳補)著者

が本来の用法あるいは修正された用法のどちらをとって

いるかを知らたければならない.この理由のためあ

る単元がどこでも地図に描ける複数の単元に細分できる

場合には単元の階級を上げることが普通の習慣であ

るべきである｡

(C)単一地域における菱化⑳碗嬢元を構成

する岩石を変えること匁く単元の階級を変更することが

しぱしば必要にたる.たとえばM㎝1舳登において

当初Mad三s㎝L1狐estoneとされたものは後年いくつ

かの累層から恋るMa(lisonGr㎝pとたった

(d)単元およびその部分のための異なる地名あ

る単元の階級を変更する際には同一の地名を単元全体

串よびその一部の双方に対して使ってはならたい｡た

とえばAstoriaGroupはAs宜｡ri設Sandstoneをまた

WashingtonFomationはWashingt㎝S伽dstoneMひ

mberを含んでいてはならたい.

“岩石層位学的単元に使われている岩石学的用語にお

ける変更は新しい地名を必要としたい."一策15条

注意(8)岩石学的標示にお1ナる変更本来の

標示が必ずしもあらゆるところで適用でき榊･場合には

先取権がより正確た岩石学的標示を妨げてはたらたい.

たと吏ば模式断面では正しい岩石名がつけられていて

もG出雌U鵬飾蛇およびL餓納蛙L王鵬蜘鵬(の

石灰岩一訳補)は地方によっては適用でき扱いので

“d⑪亘｡狐五t蟻"と変更される.岩石学的変異のためど

の岩有名も是認できなければ曲m沁On"という用語

(の使用一一訳補)が望ましい.

“岩石層位学的単元の階級における変化はその境界

の輯定義あるいはその名称の地名の部分の変更を必要

としない."一策16条

“かって使われていたが後に廃棄された層位学的単

元のための名称はそれが不用意に導入されたものであ

ったり数10年前に出版されただけで最近使われていな

かったりまたその再導入が混乱を起きたいであろう場

合に限ってある他の単元のために使うことを得る･"

一策17条

注意(a)廃れた名称ある名称が廃語である

かどうかをきめるために著者は層位学的名称(平たく

いえば地層名一訳補)の合衆国および州の記録に対し

て照合すべきである.

(b)廃棄慈匁だ名称への書及廃れたあるい

は廃棄された公式の名称に言及することが有用放時には

その状態は撫廃棄された冴あるいは職廃れた碓のような

用語あるいは主℃醐s(工898)のL激跳籔S鋤紬⑪蛇宝皇

よう愈句を使うことによって明瞭に放る｡

(簸者は燃料部)

注意(薮)繕級にお1寺る菱化部層を単層と�


